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公
共
施
設
の
除
染
が

　
　 

完
了
し
ま
し
た

　
市
で
は
除
染
実
施
計
画
に
基
づ
い
て
保
育
園
や
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、
公
園
な
ど
の
公
共

施
設
や
戸
建
て
住
宅
な
ど
で
の
除
染
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
度
実
施
分
に
つ
い
て
は
、

各
施
設
と
も
除
染
が
完
了
し
ま
し
た
。

戸建て住宅などの除染実施状況

物件区分 申込件数 詳細測定実施件数
除染
実施件数

除染不要
件数

除染予定
件数

戸建て住宅 529 528 227 301 ―

集合住宅 15 15 11 2 2

事業所 3 3 2 1 ―

合計 547 546 240 304 2
※敷地内で1カ所以上除染を行った戸建て住宅などを1
件として数えています。

放射性物質が付着した落ち葉などの除去作業

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

最
優
先
に

　
除
染
作
業
は
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
最
優
先
し
、
保
育
園
や
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
な
ど
市
内
全
域
を
対
象

に
放
射
線
量
の
測
定
を
行
い
、
毎
時

0
・
23
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上

の
数
値
が
測
定
さ
れ
た
54
カ
所
に
つ

い
て
除
染
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
の
実
施
結
果
は
下
表

の
と
お
り
で
す
。

　
平
成
25
年
度
も
引
き
続
き
公
共
施

設
の
放
射
線
量
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

行
い
、
放
射
線
量
が
再
上
昇
し
た
場

所
や
局
所
的
に
放
射
線
量
が
高
い
場

所
の
除
染
を
行
い
ま
す
。

戸
建
て
住
宅
の
除
染

　
戸
建
て
住
宅
な
ど
の
除
染
申
し
込

み
は
5
4
7
件
あ
り
、
そ
の
う
ち
対

象
と
な
っ
た
2
4
0
件
に
つ
い
て
除

染
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
も
引
き
続
き
除
染
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
が
、
除

染
実
施
区
域
に
つ
い
て
は
除
染
実
施

計
画
に
定
め
る
区
域
の
内
・
外
に
よ

る
区
分
や
子
ど
も
の
居
住
の
有
無
に

よ
る
優
先
順
位
を
設
け
ず
引
き
続
き

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

内
部
被
ば
く
の
測
定
費

用
に
一
部
助
成

　
市
で
は
放
射
性
物
質
に
よ
る
内
部

被
ば
く
に
対
す
る
不
安
軽
減
の
た
め
、

体
内
の
放
射
線
量
を
調
べ
る
ホ
ー
ル

ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
測
定
に
要
し
た
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
対
象
者
な
ど
詳
細
が
決
ま
り
次
第

広
報
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

講
演
会
の
開
催

　
平
成
24
年
度
に
引
き
続
き
、
放
射

能
や
放
射
線
に
関
す
る
知
識
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
の
講
演
会
を
行
い

ま
す
。
開
催
日
時
な
ど
は
決
ま
り
次

第
広
報
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

食
材
の
安
全
性
確
保

　
食
べ
物
に
つ
い
て
の
安
全
・
安
心

を
守
る
た
め
、
引
き
続
き
保
育
園
・

幼
稚
園
お
よ
び
小
・
中
学
校
給
食
食

材
の
放
射
性
物
質
の
検
査
や
市
内
産

の
農
産
物
、
市
民
・
市
内
事
業
者
が

持
参
し
た
食
品
の
放
射
性
物
質
検
査

を
実
施
し
ま
す
。

問
　
環
境
課
放
射
線
対
策
室

　
内
線

3
2
8
7
・
8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公共施設・通学路の除染実施状況　　　　　　　　　　（放射線量の単位：マイクロシーベルト毎時）

調査場所

除染前の放射線量
（詳細測定） 除染後の放射線量

除染
完了日 調査場所

除染前の放射線量
（詳細測定） 除染後の放射線量

除染
完了日

平均値 最高値 除染した区
画の平均値

除染した区
画の最高値 平均値 最高値 除染した区

画の平均値
除染した区
画の最高値

平塚西区子どもの遊び場 0.24 0.29 0.12 0.13 3月15日 ひまわり保育園 0.14 0.24 0.22 0.22 7月31日

白井チビッコ広場 0.21 0.25 0.09 0.11 3月21日 こざくら保育園 0.17 0.27 0.09 0.09 9月25日

下長ふれあい公園 0.20 0.26 0.08 0.11 3月30日 南山保育園 0.15 0.32 0.16 0.19 10月5日

ふるさとふれあいパーク 0.21 0.30 0.14 0.16 3月21日 清水口保育園 0.16 0.27 0.16 0.22 10月3日

けやき台多目的広場 0.21 0.35 0.20 0.29 注1 3月30日 桜台保育園 0.20 0.29 0.18 0.21 10月9日

二部山公園 0.18 0.23 0.11 0.13 3月29日 まこと幼稚園 0.20 0.29 0.05 0.07 9月20日

野口多目的広場 0.20 0.26 0.18 0.22 3月22日 宝幼稚園 0.20 1.16 0.17 0.21 9月28日

村雨公園 0.17 0.24 0.12 0.12 3月29日 白井幼稚園 0.18 0.31 0.11 0.20 10月12日

七次第二公園 0.19 0.26 0.14 0.16 3月22日 白井第一小学校 0.16 0.44 0.12 0.21 8月17日

南山公園 0.18 0.38 0.15 0.29 注2 3月28日 白井第二小学校 0.15 0.58 0.15 0.22 10月19日

堀込第二児童公園 0.17 0.33 0.13 0.16 3月12日 白井第三小学校 0.14 0.35 0.10 0.13 9月13日

北の下児童公園 0.19 0.25 0.10 0.10 3月22日 大山口小学校 0.16 0.31 0.11 0.18 9月21日

笹塚公園 0.19 0.27 0.15 0.15 3月28日 清水口小学校 0.15 0.50 0.10 0.17 9月15日

一本桜公園 0.20 0.25 0.10 0.16 3月22日 南山小学校 0.18 0.82 0.11 0.21 11月7日

池の上第二児童公園 0.19 0.32 0.10 0.11 3月27日 七次台小学校 0.17 0.41 0.10 0.18 9月20日

白井木戸公園 0.17 0.26 0.13 0.16 3月26日 池の上小学校 0.19 0.43 0.11 0.17 9月18日

所沢市民の森 0.19 0.27 0.11 0.13 3月30日 桜台小学校 0.21 0.97 0.12 0.18 10月25日

神々廻市民の森 0.20 0.26 0.10 0.12 3月29日 白井中学校 0.14 0.31 0.14 0.22 9月28日

中木戸子どもの遊び場 0.19 0.23 0.06 0.06 3月15日 大山口中学校 0.15 0.59 0.10 0.17 9月19日

谷清子どもの遊び場 0.22 0.23 0.08 0.09 3月16日 南山中学校 0.17 0.55 0.12 0.22 9月10日

福祉センター 0.25 0.33 0.14 0.22 2月28日 七次台中学校 0.17 0.62 0.12 0.22 9月10日

桜台センター 0.18 0.29 0.19 0.22 12月25日 桜台中学校 0.20 0.65 0.12 0.21 9月28日

白井駅前センター 0.16 0.31 0.14 0.14 11月28日 柳堤公園 0.23 0.34 0.13 0.19 3月11日

文化センター 0.20 0.28 0.11 0.16 3月30日 二軒茶屋公園 0.23 0.31 0.13 0.17 3月11日

白井運動公園 0.20 0.36 0.15 0.22 3月29日 三本松公園 0.23 0.41 0.13 0.17 3月11日

七次台小学校通学路 0.12 0.26 0.13 0.13 3月22日 十余一公園 0.25 0.42 0.14 0.22 3月11日

桜台小・中学校通学路 0.18 0.30 0.17 0.22 3月6日 神々廻子どもの遊び場 0.26 0.29 0.09 0.12 3月15日

※上記以外の施設は、放射線量が基準値（0.23）未満のため除染が不要でした。
注1 けやき台多目的広場の一部区画で除染後も0.23未満となりませんでしたが、防災調節池のため表土の削り取りなどの追加措置ができないので、看板などで利用
者に注意を促していきます。
注2 南山公園内多目的競技場の一部区画で除染後も0.23未満とならなかったため、今後追加措置を行います。
（測定基準高さ　幼稚園、保育園、小・中学校は地上5㌢㍍、そのほかの施設、通学路は地上50㌢㍍）
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　
市
で
は
ス
ポ
ー
ツ
や
学
芸
の
活
動

な
ど
で
優
れ
た
成
績
を
収
め
た
児
童

や
生
徒
、
ま
た
長
年
に
わ
た
っ
て
市

政
の
発
展
や
地
域
福
祉
の
向
上
に
尽

力
し
た
人
や
市
民
の
模
範
と
な
る
善

行
の
あ
っ
た
人
を
表
彰
す
る
「
白
井

市
表
彰
式
」
を
3
月
25
日
に
市
役
所

で
行
い
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん
と
そ
れ
ぞ

れ
の
表
彰
の
功
績
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
敬
称
略
）

◆
優
良
児
童
表
彰

○
太
田
和
隆
斗
（
白
井
第
三
小
学
校

6
年
）

全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
千
葉
県

大
会
優
勝
・
優
秀
選
手
賞

◆
優
良
生
徒
表
彰

○
大
村
美
葵
（
大
山
口
中
学
校
3
年
）

関
東
中
学
校
柔
道
大
会
女
子
個
人
戦

第
3
位

○
盛
安
寿
紗
（
大
山
口
中
学
校
3
年
）

千
葉
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
柔
道

大
会
女
子
団
体
戦
優
勝

○
斉
藤
優
奈
（
大
山
口
中
学
校
3
年
）

千
葉
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
柔
道

大
会
女
子
団
体
戦
優
勝

○
笠
原
大
暉
（
大
山
口
中
学
校
3
年
）

全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
大
会

千
葉
県
大
会
男
子
共
通
2
0
0
㍍
全

日
本
ラ
ン
キ
ン
グ
第
4
位

○
大
山
口
中
学
校
野
球
部

千
葉
県
中
学
校
新
人
体
育
大
会
軟
式

野
球
の
部
優
勝

○
中
島
良
太
（
南
山
中
学
校
2
年
）

全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
大
会

千
葉
県
大
会
2
年
男
子
1
0
0
㍍
第

1
位

○
巻
口
実
可
（
桜
台
中
学
校
1
年
）

千
葉
県
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
学
年

別
大
会
1
年
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝

○
宮
本
彩
希
（
桜
台
中
学
校
3
年
）

15
U
全
国
K
B
野
球
秋
季
大
会
女
子

の
部
優
勝

◆
自
治
功
労
表
彰

【
交
通
指
導
員
】

大
塚
修
（
清
戸
）

出
浦
幸
雄
（
谷
田
）

【
自
治
会
長
】

近
藤
和
之
（
け
や
き
台
）

◆
教
育
文
化
功
労
表
彰

【
文
化
財
審
議
会
委
員
】

長
﨑
孜
（
大
山
口
）

◆
社
会
福
祉
功
労
表
彰

【
民
生
委
員
児
童
委
員
】

浅
利
喜
久
子
（
南
山
）

阿
部
峯
一
（
根
）

新
井
礼
子
（
清
水
口
）

五
十
嵐
健
一
（
根
）

岩
本
忠
司
（
堀
込
）

江
口
充
代
（
大
松
）

北
平
弘
嗣
（
桜
台
）

原
田
敏
子
（
桜
台
）

福
岡
幸
子
（
堀
込
）

藤
井
喜
世
子
（
南
山
）

松
本
千
代
子
（
池
の
上
）

吉
田
栄
子
（
南
山
）

◆
保
健
衛
生
功
労
表
彰

【
市
医
】

泉
公
成
（
富
塚
）

【
母
子
保
健
推
進
員
】

新
見
通
子
（
大
山
口
）

◆
産
業
功
労
表
彰

【
市
商
工
会
】

齊
藤
真
（
十
余
一
）

堀
越
徳
三
（
印
西
市
）

武
藤
英
夫
（
神
々
廻
）

【
一
般
社
団
法
人
白
井
工
業
団
地
協

議
会
】

白
山
良
一
（
東
京
都
江
戸
川
区
）

小
林
晴
雄
（
平
塚
）

駒
村
武
夫
（
松
戸
市
）

丹
野
國
雄
（
河
原
子
）

益
田
三
知
煕
（
埼
玉
県
春
日
部
市
）

◆
消
防
功
労
表
彰

【
消
防
団
員
】

石
井
良
一
（
第
一
分
団
十
余
一
部
）

今
井
充
陽
（
第
三
分
団
今
井
部
）

宇
賀
祐
人
（
第
二
分
団
白
井
木
戸
部
）

岡
田
純
一
（
第
三
分
団
今
井
部
）

林
利
行
（
第
三
分
団
）

山
﨑
孝
行
（
第
三
分
団
中
部
）

米
井
孝
次
（
第
一
分
団
清
戸
部
）

◆
善
行
表
彰

【
交
通
安
全
活
動
】

山
﨑
寛
（
復
）

問
　
秘
書
広
報
課
秘
書
班
　
内
線
3

3
0
1

優良児童・生徒表彰を受けた皆さん

取
り
組
み
と
す
る
」
「
経
費
の
削
減

と
併
せ
て
、
積
極
的
な
増
収
策
を
検

討
す
る
」
「
事
業
仕
分
け
の
結
果
を

反
映
さ
せ
、
事
務
事
業
の
廃
止
・
統

合
・
事
業
主
体
の
変
更
な
ど
抜
本
的

直
し
も
含
め
て
取
り
組
み
項
目
の
掘

り
起
こ
し
を
行
う
」
「
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
費

用
対
効
果
を
見
定
め
検
討
す
る
」
の

4
点
を
主
眼
に
置
き
、
事
務
事
業
の

精
査
を
行
い
ま
し
た
。

【
取
り
組
む
べ
き
項
目
】

　
計
画
（
改
訂
版
）
で
は
「
窓
口
業

務
の
外
部
委
託
導
入
の
調
査
研
究
」

「
事
業
仕
分
け
の
実
施
」  

「
暮
ら
し

の
便
利
帳
の
無
料
発
刊
」  

「
各
種
証

明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
検
討
」

「
窓
口
案
内
の
充
実
」  

「
審
議
会
等

の
見
直
し
」
の
6
項
目
を
新
た
に
取

り
組
む
べ
き
項
目
と
し
て
追
加
し
ま

し
た
。

【
改
定
後
の
効
果
】

　
5
年
間
の
財
政
的
効
果
の
目
標
額

を
約
8
億
6
千
4
百
万
円
、
改
定
前

の
計
画
に
比
べ
て
約
1
億
7
千
7
百

万
円
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

【
計
画
な
ど
の
公
表
】

　
第
4
次
行
政
改
革
大
綱
お
よ
び
行

政
改
革
実
施
計
画
（
改
定
版
）
は
市

役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
各
セ
ン

タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

問
　
財
政
課
行
政
改
革
推
進
班

　
内

線
3
3
8
1

市
職
員
の
人
事
異
動

◆
課
長
職
以
上
の
人
事
異
動

　
課
長
職
以
上
の
異
動
は
次
の
と
お

り
で
す
（
4
月
1
日
付
け
）。

※
か
っ
こ
内
は
旧
所
属
で
す
。

【
部
長
職
】

市
民
経
済
部
長

　
内
藤
健
作
（
道
路

課
長
）　  

健
康
福
祉
部
長

　
望
月
洋

祐
（
総
務
課
長
）　  

教
育
部
長

　
田

代
成
司
（
千
葉
県
教
育
委
員
会
）

議
会
事
務
局
長

　
大
塚
栄
一
（
生
涯

学
習
課
長
）　  

会
計
管
理
者
　
中
村

一
男
（
健
康
課
長
）

【
課
長
職
】

▼
総
務
部
　
総
務
課
長
　
染
谷
敏
夫

（
財
政
課
長
）　  

財
政
課
長

　
渡
邊

久
義
（
秘
書
広
報
課
副
主
幹
）

▼
市
民
経
済
部

　
市
民
活
動
支
援
課

長
　
川
上
利
一
（
財
政
課
主
幹
）

市
民
課
長
　
小
林
文
夫
（
高
齢
者
福

祉
課
長
）　  

市
民
安
全
課
長
　
宇
賀

正
和
（
市
民
安
全
課
主
幹
）　  

農
政

課
長
　
鈴
木
栄
一
郎
（
環
境
課
主
幹
）

▼
健
康
福
祉
部
　
高
齢
者
福
祉
課
長

眞
仲
祥
道
（
総
務
課
副
主
幹
）　  

保

健
福
祉
相
談
室
長

　
緑
川
英
一
郎

（
市
民
安
全
課
長
）　  

健
康
課
長
　

黒
澤
実
（
教
育
総
務
課
副
主
幹
）

▼
環
境
建
設
部
　
都
市
計
画
課
長
　

武
藤
茂
（
環
境
課
主
幹
）　  

建
築
指

導
課
長
　
寺
島
聡
（
千
葉
県
）　  

道

路
課
長
　
伊
藤
文
夫
（
農
政
課
長
）

▼
教
育
部

　
教
育
総
務
課
長

　
五
十

嵐
孝
明
（
秘
書
広
報
課
副
主
幹
）

生
涯
学
習
課
長

　
笠
井
喜
久
雄
（
市

民
活
動
支
援
課
長
）　  

文
化
課
長
　

黒
澤
博
史
（
都
市
計
画
課
長
）

▼
議
会
事
務
局

　
次
長
　
伊
藤
常
夫

（
議
会
事
務
局
副
主
幹
）

◆
退
職

　
退
職
者
は
次
の
と
お
り
で
す
（
3

月
31
日
付
け
）。

市
民
経
済
部
長

　
秋
谷
健
、
市
民
経

済
部
理
事
　
秋
谷
政
巳
、
健
康
福
祉

部
長
　
稲
葉
益
雄
、
議
会
事
務
局
長

佐
藤
隆
司
、
会
計
管
理
者
　
岩
井
道

夫
、
教
育
部
長
　
清
水
登
、
教
育
部

参
事
　
伊
藤
勝
、
市
民
課
長
　
染
谷

善
市
、
保
健
福
祉
相
談
室
長
　
染
谷

和
久
、
建
築
指
導
課
長
　
矢
島
眞
理
、

文
化
課
長
　
秋
本
善
久

問
　
総
務
課
人
事
班
　
内
線
3
3
1
4

行
政
相
談

　
国
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
の
手
続

き
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
困
っ
た
こ

と
や
意
見
・
要
望
が
あ
る
場
合
は
、

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相

談
委
員
が
毎
月
第
3
木
曜
日
（
8
月

を
除
く
）
の
午
後
1
時
か
ら
4
時
ま

で
市
役
所
2
階
相
談
室
で
無
料
で
相

談
を
受
け
、
必
要
な
あ
っ
せ
ん
を
行

い
ま
す
。

　
行
政
相
談
委
員
は
次
の
皆
さ
ん
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
敬
称
略
）

行
政
相
談
委
員

　
原
田
敏
子
、
中
村

淑
子

※
相
談
日
は
広
報
し
ろ
い
1
日
号

「
広
報
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
　
総
務
課
行
政
班

　
内
線
3
3
1

2
・
3

消
防
団
長
に
川
上
正
紀

さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た

　
市
で
は
4
月
1
日
に
消
防
団
長
の

任
命
式
を
行
い
、
平
成
17
年
か
ら
長

き
に
わ
た
っ
て
市
消
防
団
長
と
し
て

活
躍
し
、
3
月
31
日
で
退
職
し
た
小

金
谷
恒
久
さ
ん
に
代
わ
り
、
川
上
正

紀
さ
ん
を
4
月
1
日
付
け
で
消
防
団

長
に
任
命
し
ま
し
た
。

　
川
上
さ
ん
は
昭
和
51
年
に
消
防
団

に
入
団
し
、
平
成
17
年
か
ら
は
副
団

長
と
し
て
団
長
を
補
佐
し
な
が
ら
、

火
災
や
災
害
か
ら
市
民
の
生
命
・
財

産
を
守
る
た
め
に
消
防
団
の
指
導
者

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

問
　
市
民
安
全
課
消
防
防
災
班
　
内

線
3
3
2
3

行
政
改
革
実
施
計
画

（
改
定
版
）
を
策
定
し

ま
し
た

　
行
政
改
革
実
施
計
画
は
、
市
が
平

成
22
年
に
策
定
し
た
「
第
4
次
行
政

改
革
大
綱
」
に
基
づ
い
て
、
平
成
22

か
ら
26
年
度
ま
で
の
5
年
間
に
市
が

取
り
組
む
べ
き
30
項
目
を
定
め
た
も

の
で
す
。

　
市
で
は
、
刻
々
と
変
化
す
る
社
会

情
勢
や
市
の
財
政
状
況
に
適
切
に
対

応
し
た
計
画
と
す
る
た
め
に
、
計
画

の
中
間
年
で
あ
る
平
成
24
年
度
（
平

成
25
年
2
月
）
に
計
画
の
見
直
し
を

行
い
、
新
た
に
「
行
政
改
革
実
施
計

画
（
改
定
版
）  

」
を
策
定
し
ま
し
た
。

【
事
務
事
業
の
精
査
に
お
け
る
重
要

事
項
】

　
今
回
の
計
画
の
見
直
し
で
は
「
財

源
の
確
保
を
主
要
課
題
と
捉
え
、
現

行
の
取
り
組
み
項
目
に
加
え
、
財
政

効
果
に
着
目
し
て
効
果
を
見
込
め
る 川上消防団長

優
良
児
童
・
生
徒
・
市
政
功
労
者
を
表
彰
し
ま
し
た功労表彰を受けた皆さん

還付金詐欺に
ご注意ください！

　市内において、市職員および社会保険事
務所職員を名乗り「保険料の過払い金があ
ります。保険料の返金期限が過ぎているの
で市役所では返金できません」などと言い、
携帯電話を持たせてＡＴＭコーナーに誘い
出す電話が多数かかってきています。その
まま相手の言うとおりにすると、ＡＴＭを
操作させられ、相手の口座にお金を振り込
んでしまうことになります。
　このような電話があった場合には相手の
いうことを信用せず、すぐに印西警察署に
連絡をしてください。
■問　印西警察署☎0476（42）0110、市市
民安全課　内線3324
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

「まちづくり寄附金」受け入れ状況（受け付け順・敬称略）
寄付者 住所 寄付者が使い道を指定した事業 寄付金額

SINCS　白井自然と芸術文
化の会代表　ひらた新子

市内 文化の振興に関する事業 100,000円

匿名 ―
防犯対策及び交通安全対策の推進に
関する事業

750,000円

白井シニアライオンズクラ
ブ会長　中兼巳信

市内 教育の充実に関する事業 10,000円

山口健郎 市内 教育の充実に関する事業 5,000円
若倉利勝 市内 教育の充実に関する事業 5,000円
白井市文化祭ダンスフェス
ティバルvol.11実行委員会

市内
文化の振興及び文化財の保護に関す
る事業

70,212円

白井市食品衛生組合組合長
中村忠蔵

市内
高齢者及び障害者の福祉の向上に関
する事業

74,170円

株式会社スタッフ代表取締
役　安藤二雄

市内
高齢者及び障害者の福祉の向上に関
する事業

300,000円

コール・アミ 市内
文化の振興及び文化財の保護に関す
る事業

2,000円

ピースフレンド（カラオケ
同好会）

市内
寄附者が指定する事業
（冨士センターの運営に関する事業）

2,000円

冨士シャトル代表　戸田文江 ― ― 1,500円

Q
　
ブ
ラ
ウ
ス
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に

出
し
、
引
き
取
っ
た
後
に
そ
の
ま
ま

タ
ン
ス
に
し
ま
っ
て
お
い
た
。
5
カ

月
後
に
袋
か
ら
出
し
た
と
こ
ろ
染
み

が
で
き
て
い
た
の
で
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
店
に
賠
償
を
請
求
し
た
い
が
、
今

か
ら
で
も
賠
償
し
て
も
ら
え
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　  （
60
代
・
女
性
）

A
　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
は
、
常
に
消
費
者
か
ら
の
相
談

件
数
の
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
は
性
別
や
年
齢
を
問
わ

ず
生
活
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
内
容
も
「
染

み
が
付
い
た
」
と
い
っ
た
も
の
の
ほ

か
「
洗
濯
物
を
紛
失
さ
れ
た
」   

「
色

が
変
色
し
た
」     「
衣
服
が
伸
び
た
・

縮
ん
だ
」
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
で
、
そ
の
原
因
が
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
側
に
あ
る
場
合
は
「
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
事
故
賠
償
基
準
（
多
数
の
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
ト
ラ
ブ
ル
を
定
型
的
に
処
理

す
る
た
め
の
制
度
） 

」
に
よ
っ
て
損

害
が
賠
償
さ
れ
ま
す
。
こ
の
基
準
は

「
S
マ
ー
ク
」
や
「
L
D
マ
ー
ク
」

を
提
示
し
て
い
る
店
で
使
わ
れ
て
お

り
、
預
か
っ
た
衣
料
品
に
店
が
損
傷

を
与
え
た
場
合
に
、
店
は
こ
の
基
準

を
も
と
に
対
処
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
「
消
費
者
が
洗
濯

物
を
受
け
取
っ
た
後
6
カ
月
を
経
過

す
る
と
、
賠
償
を
請
求
し
て
も
店
は

賠
償
額
の
支
払
い
を
免
れ
る
」
と
も

あ
り
ま
す
。
今
回
の
事
例
で
は
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
店
が
基
準
の
適
用
店
で
、

消
費
者
か
ら
の
請
求
が
引
き
取
り
か

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
シ
ミ
が
つ
い
た
ブ
ラ
ウ
ス

ら
6
カ
月
を
経
過
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
賠
償
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
店
へ
出

す
前
と
引
き
取
っ
た
後
に
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
に
出
し
た
点
数
・
種
類
・
染
み

の
有
無
・
衣
料
品
の
処
理
方
法
な
ど

を
店
と
の
間
で
確
認
す
る
こ
と
が
大

切
に
な
り
ま
す
。
思
い
入
れ
が
あ
る

衣
類
は
消
費
者
に
と
っ
て
大
切
な
も

の
で
す
が
、
衣
類
は
消
耗
品
で
あ
る

と
も
い
え
ま
す
。
ど
ん
な
に
思
い
入

れ
が
あ
っ
て
も
、
時
が
経
て
ば
強
度

は
低
下
し
て
価
値
も
下
が
る
の
で

「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
も
新
品
に

戻
る
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
を

消
費
者
が
認
識
し
て
お
く
こ
と
も
大

切
で
す
。

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
済
み
の
衣
料
品
ポ

リ
包
装
袋
・
カ
バ
ー
に
使
用
さ
れ
て

い
る
酸
化
防
止
剤
は
、
大
気
中
の
ガ

ス
と
反
応
し
て
黄
色
く
変
色
す
る
こ

と
も
あ
る
の
で
、
収
納
の
際
は
ポ
リ

包
装
袋
・
カ
バ
ー
を
は
ず
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
仕
上
が

っ
た
ら
、
早
目
に
引
き
取
り
に
行
き

ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
店
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
皆
さ

ん
の
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
つ
い

て
相
談
・
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ト
ラ
ブ
ル
の
際
は
、
気
軽
に
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線
3

2
9
4
（
毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜

日
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
　
市
役

所
2
階
）

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
165

「
ま
ち
づ
く
り
寄
附
金
」

受
け
入
れ
状
況
を
公
表

し
ま
す

　 

「
ま
ち
づ
く
り
寄
附
金
制
度
」
は
、

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
賛
同
し
て
応
援

し
よ
う
と
す
る
皆
さ
ん
か
ら
広
く
寄

付
金
を
募
り
、
こ
れ
を
財
源
と
し
て

寄
付
者
の
意
向
を
反
映
し
た
事
業
を

展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
参
加

に
よ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
1
月
1
日
か
ら
3
月
31

日
ま
で
に
市
に
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金

の
受
け
入
れ
状
況
を
左
表
の
と
お
り

公
表
し
ま
す
。
市
に
は
、
3
月
31
日

現
在
で
合
計
1
3
1
万
9
千
8
8
2

円
の
寄
付
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　 

「
ま
ち
づ
く
り
寄
附
金
」
の
運
用

状
況
に
つ
い
て
は
「
ま
ち
づ
く
り
寄

附
金
条
例
」
の
規
定
に
基
づ
き
、
毎

年
度
5
月
15
日
号
の
広
報
し
ろ
い
お

よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま

す
（
平
成
25
年
度
を
除
く
）  

。

問
　
財
政
課
財
政
班

　
内
線
3
3
3

1
・
2

家
族
経
営
協
定

　
家
族
経
営
協
定
と
は
農
業
に
従
事

す
る
家
族
間
で
、
経
営
主
だ
け
で
な

く
家
族
も
共
同
経
営
者
と
し
て
方
針

を
共
有
し
、
共
に
責
任
を
持
っ
て
経

営
を
行
う
こ
と
で
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
経
営
の
推
進
や
後
継
者
へ
の
計
画

的
な
経
営
移
譲
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
千
葉
県
と
実
施
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　
市
内
で
は
、
現
在
54
戸
が
協
定
を

結
ん
で
お
り
、
市
で
は
今
後
も
県
と

共
同
で
家
族
経
営
協
定
の
締
結
を
推

進
し
ま
す
。

【
合
同
調
印
式
を
開
催
し
ま
し
た
】

　
市
で
は
3
月
18
日
に
新
規
11
戸
、

更
新
2
戸
の
計
13
戸
の
農
家
が
参
加

し
て
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
合
同

調
印
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

問
　
農
政
課
農
政
班

　
内
線
3
2
5
3

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
で
は
3
月
15
日
か
ら
22
日
ま

で
の
間
に
放
射
性
物
質
検
査
を
実
施

し
、
結
果
は
全
て
の
品
目
に
お
い
て

「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

検
査
品
目
　
コ
マ
ツ
ナ
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
、
ゴ
ボ
ウ
、
ダ
イ
コ
ン
、
ニ
ラ
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ナ
バ
ナ
、
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
、
カ
ラ
シ
ナ

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
市
が
所
有
す
る
検
出

器
で
の
測
定
下
限
値
は
、
セ
シ
ウ
ム

1
3
4   ・
1
3
7
の
合
計
値
で
23
ベ

ク
レ
ル
／
㌔
㌘
程
度
で
す
。
測
定
下

限
値
は
検
査
容
器
の
容
量
・
密
度
な

ど
の
諸
条
件
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

　
一
般
食
品
の
放
射
性
物
質
の
基
準

値
は
1
0
0
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
で
す
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5

1
〜
4

折
立
ふ
る
さ
と
農
園
利

用
者
追
加
募
集

　
市
で
は
市
内
在
住
者
を
対
象
に
3

月
1
日
号
で
利
用
者
を
募
集
し
ま
し

た
が
、
ま
だ
空
き
の
あ
る
折
立
ふ
る

さ
と
農
園
区
画
の
利
用
者
を
追
加
で

募
集
し
ま
す
。

利
用
期
間

　
平
成
25
年
5
月
1
日
㈬

〜
平
成
26
年
3
月
31
日
㈪

※
利
用
期
間
の
更
新
は
で
き
ま
せ
ん
。

募
集
区
画
数
　
15
区
画（
申
し
込
み
順
）

区
画
面
積
　
30
平
方
㍍（
5
㍍
×
6
㍍
）

利
用
料
　
9
、  

6
2
5
円

申
・
問

　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
す
る
農
園

名
を
記
入
の
上
、
4
月
22
日
㈪
ま
で

に
郵
送
で
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3

2
5
2
へ

中
小
企
業
経
営
な
ん
で

も
相
談

　
市
で
は
市
内
中
小
企
業
者
の
経
営

改
善
な
ど
の
相
談
に
応
じ
る
た
め
、

㈳
千
葉
県
能
率
協
会
と
連
携
し
て
毎

月
1
回
「
中
小
企
業
経
営
な
ん
で
も

相
談
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
協
会
の
中
小
企
業
診
断
士

や
経
営
士
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
、
経
営
の
専
門
家

が
受
け
ま
す
。

　 

「
資
金
繰
り
が
苦
し
い
」  

「
事
業

を
転
換
し
た
い
」  

「
後
継
者
に
事
業

を
承
継
し
た
い
」  

「
創
業
し
た
い
」

な
ど
、
経
営
に
関
し
て
困
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
れ
ば
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
相
談
料
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

日
時
　
毎
月
第
2
火
曜
日
　
午
後
2

時
〜
5
時

場
所
　
公
民
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
の
中
小
企
業
者

問
　
商
工
振
興
課
商
工
振
興
班

　
内

線
3
2
4
1

※
事
前
に
申
し
込
ん
だ
場
合
は
、
相

談
内
容
に
応
じ
て
専
門
の
相
談
員
が

対
応
す
る
の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

年
金
労
働
相
談

　
市
で
は
年
金
に
関
す
る
こ
と
や
賃

金
不
払
い
、
解
雇
や
労
働
時
間
な
ど
、

雇
用
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
悩

み
の
相
談
を
社
会
保
険
労
務
士
が
受

け
る
「
年
金
・
労
働
相
談
」
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

日
時

　
毎
月
第
2
月
曜
日

　
午
前
10

時
〜
午
後
3
時

※
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
に
開
設

し
ま
す
。

問
　
保
険
年
金
課
保
険
年
金
班

　
内

線
3
1
7
4
・
9
、
商
工
振
興
課
商

工
振
興
班
　
内
線
3
2
4
1
・
2

無
料
職
業
紹
介
所

　
無
料
職
業
紹
介
所
は
、
市
役
所
庁

舎
2
階
で
白
井
市
を
含
む
近
隣
市
を

対
象
に
、
一
般
・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

の
求
職
受
け
付
け
や
職
業
紹
介
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
求
職
に
は
登
録
が
必
要
に
な
る
の

で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

※
無
料
職
業
紹
介
所
で
の
職
業
相
談
・

紹
介
は
、
雇
用
保
険
の
失
業
認
定
手

続
き
の
求
職
活
動
実
績
に
な
り
ま
す
。

　
事
業
所
か
ら
の
求
人
情
報
も
受
け

付
け
て
い
る
の
で
、
情
報
を
寄
せ
て

く
だ
さ
い
。

開
所
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
受
け
付
け
・
相
談
は
、
午
前
9
時

か
ら
正
午
ま
で
と
午
後
1
時
か
ら
午

後
4
時
ま
で
で
す
。

取
り
扱
い
対
象
範
囲

　
白
井
市
、
印

西
市
、
柏
市
、
鎌
ケ
谷
市
、
船
橋
市
、

八
千
代
市
、
我
孫
子
市

問
　
無
料
職
業
紹
介
所

　
内
線
3
2

8
0

協定を締結した皆さん

住宅用太陽光発電システム設置費
補助制度

　市では、自己居住用住宅に住宅用太陽光発電システムを設
置した人に対し、補助金を交付しています。
　今年度からは、戸建て住宅だけでなく分譲マンションにシ
ステムを設置した管理組合にも補助金を交付します。
対象　自己居住用住宅に未使用の発電システムを設置し、電
力会社との系統連携に伴う電力受給に関する契約を締結した
人か管理組合
補助金額　下表のとおり
■申・■問　申請書（環境課、市ホームページにあります）に必
要事項を記入の上、必要書類を添えて5月8日㈬の午前9時から
直接環境課環境保全班　内線3272 ～ 4へ
※予算が無くなり次第、補助を修了します。

住宅用太陽光発電システム設置費補助金額
戸建て住宅 分譲マンション

平成22から
24年度まで
の着工

平成25年度以降に着工
平成25年度
以降に着工

市外業者が
施行

市内業者が
施行

1㌔㍗当たり
の補助単価

25,000円 30,000円 50,000円

補助限度額 100,000円 120,000円 500,000円

※補助金額の算定は最大出力値で行い、小数点第3位以下を四捨
五入します。
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高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
費
用
を

一
部
助
成
し
ま
す

　
肺
炎
球
菌
は
肺
炎
の
主
な
原
因
と

な
る
細
菌
で
、
そ
の
予
防
に
は
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
が
有
効
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
で
は
、
4
月
1
日
以
降
に
接

種
を
受
け
た
高
齢
者
へ
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

　
市
内
契
約
医
療
機
関
で
接
種
す
る

場
合
は
医
療
機
関
に
あ
る
予
診
票
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
接
種
後
に
接

種
費
用
か
ら
助
成
金
額
を
引
い
た
額

を
窓
口
で
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
市
外
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合

は
医
療
機
関
で
接
種
費
用
を
全
額
支

払
っ
た
上
で
印
鑑
、
領
収
書
、
接
種

の
証
明
書
、
金
融
機
関
口
座
の
分
か

る
も
の
を
健
康
課
へ
持
参
し
、
差
額

分
の
「
償
還
払
い
手
続
き
」
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
生
活
保
護
受
給
者
が
接
種
を
受
け

る
場
合
は
、
事
前
に
健
康
課
で
手
続

き
を
す
る
こ
と
で
費
用
が
無
料
に
な

り
ま
す
。

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
居
住
し
て

い
る
65
歳
以
上

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
ま
た

は
呼
吸
器
の
疾
患
な
ど
の
た
め
に
障

害
者
手
帳
1
級
を
所
持
し
て
い
る
人

※
②
の
人
が
接
種
費
用
の
助
成
を
希

望
す
る
場
合
は
、
接
種
前
に
健
康
課

で
障
害
者
手
帳
の
内
容
な
ど
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

助
成
金
額
　
接
種
費
用
の
半
額
（
上

限
4
、  

0
0
0
円
）

※
百
円
未
満
は
切
り
捨
て
ま
す
。

助
成
回
数
　
1
人
1
回

【
市
内
契
約
医
療
機
関
】

奥
澤
整
形
外
科
医
院
（
復
）  

、
伊
藤

診
療
所
（
復
）  

、
菊
地
医
院
（
根
）  

、

豊
田
脳
神
経
外
科
（
根
）  

、
瀬
野
外

科
胃
腸
科
医
院
（
根
）  

、 西
白
井
ク

リ
ニ
ッ
ク
（
根
）  

、
北
総
白
井
病
院

（
根
）  

、
も
り
や
内
科
呼
吸
器
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
（
冨
士
）  

、
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
清
水
口
）  

、
駅
前

フ
ァ
ミ
リ
ア
ク
リ
ニ
ッ
ク
西
白
井

（
清
水
口
）  

、
白
井
由
井
内
科
（
堀

込
）  

、
晴は

る

ク
リ
ニ
ッ
ク
皮
膚
科
・
泌

尿
器
科
（
堀
込
）  

、
森
川
産
婦
人
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
（
大
山
口
）  

、
白
井
聖

仁
会
病
院
（
池
の
上
）  

、
桜
台
メ
デ

ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
桜
台
）

問
　
健
康
課
母
子
保
健
班
☎
（
4
9

7
）
3
4
9
5

〜
生
涯
自
分
の
歯
で
食
べ
よ
う
〜

標
語
・
作
文
の
募
集
と

コ
ン
ク
ー
ル

　 

「
80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を

20
本
以
上
保
ち
ま
し
ょ
う
」
を
テ
ー

マ
に
、
歯
の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

「
8
0
2
0
運
動
」
が
全
国
で
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
こ
の
運
動
に
関
す
る
標
語
・

公
園
は
ル
ー
ル
を
守
っ

て
楽
し
く
利
用
し
ま

し
ょ
う

　
公
園
は
、
多
く
の
人
が
利
用
す
る

場
所
で
す
。
次
の
事
項
を
守
っ
て
、

近
隣
住
民
や
ほ
か
の
利
用
者
に
迷
惑

が
掛
か
ら
な
い
よ
う
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

○
公
園
の
樹
木
は
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

○
遊
具
な
ど
の
施
設
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う

○
ト
イ
レ
は
き
れ
い
に
使
い
ま
し
ょ
う

○
自
分
の
ご
み
は
自
分
で
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う

○
犬
の
散
歩
は
リ
ー
ド
を
付
け
、
ふ

ん
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

○
ゴ
ル
フ
の
練
習
、
バ
イ
ク
の
乗
り

入
れ
、
花
火
な
ど
の
危
険
な
行
為
は

や
め
ま
し
ょ
う

○
有
料
公
園
以
外
で
野
球
や
サ
ッ
カ

ー
を
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う

問
　
都
市
計
画
課
公
園
緑
地
班
　
内

線
3
2
3
9

市
の
建
設
工
事
な
ど
の

入
札
を
希
望
す
る
皆
さ

ん
へ

　
市
の
建
設
工
事
、
測
量
・
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
業
務
委
託
、
物
品
の
購

入
な
ど
の
入
札
に
参
加
す
る
に
は

「
白
井
市
建
設
工
事
等
入
札
参
加
業

者
適
格
者
名
簿
」
に
登
録
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
市
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
人

や
事
業
者
は
「
平
成
24
・
25
年
度
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
」
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
に
は
「
ち
ば
電
子
調
達
シ
ス

テ
ム
」
を
利
用
し
た
電
子
申
請
お
よ

び
申
請
書
類
（
申
請
書
お
よ
び
添
付

書
類
）
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
申
請
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
「
平
成
24
・
25
年
度
白

井
市
建
設
工
事
等
入
札
参
加
業
者
適

格
者
名
簿
随
時
申
請
に
つ
い
て
」
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
期
間
　
〜
11
月
18
日
㈪

問
　
管
財
契
約
課
管
財
契
約
班
　
内

線
3
3
4
5
・
6

白
井
駅
前
の
灰
皿
を
撤

去
し
ま
す

　
た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど
に
よ
る
環

境
の
悪
化
を
防
止
す
る
た
め
に
白
井

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
へ
設
置
し
て
い
た

灰
皿
は
、
皆
さ
ん
の
環
境
美
化
へ
の

協
力
で
環
境
が
改
善
さ
れ
、
ま
た
白

井
駅
前
の
通
路
が
近
隣
の
小
・
中
学

校
な
ど
に
通
学
す
る
児
童
や
生
徒
の

通
学
路
で
あ
る
た
め
、
4
月
30
日
正

午
を
も
っ
て
撤
去
し
ま
す
。

　
喫
煙
者
の
皆
さ
ん
は
受
動
喫
煙
に

よ
る
被
害
を
考
慮
し
、
喫
煙
は
控
え

て
く
だ
さ
い
。

【
や
め
よ
う
ポ
イ
捨
て
】

　
市
で
は
市
民
・
事
業
者
・
土
地
所

有
者
な
ど
と
一
体
に
な
っ
て
「
清
潔

で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る

た
め
に
空
き
缶
や
吸
い
殻
な
ど
の
散

乱
、
落
書
き
、
飼
い
犬
の
ふ
ん
の
放

置
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
の
「
ま
ち

を
き
れ
い
に
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、

ポ
イ
捨
て
の
多
い
場
所
へ
の
看
板
の

設
置
や
市
民
団
体
と
共
に
啓
発
活
動

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
ポ
イ
捨
て
の
な
い
き
れ
い

な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班
　
内
線
3
2
7
5

〜
B
M
K
（
ベ
ス
ト
マ
ナ
ー
向
上
）

お
客
様
感
謝
〜

2
0
1
3
ほ
く
そ
う
春

ま
つ
り

　
ほ
く
そ
う
春
ま
つ
り
は
北
総
鉄
道

㈱
と
北
総
線
沿
線
地
域
活
性
化
協
議

会
が
共
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
ミ
ニ

電
車
の
運
行
や
沿
線
市
物
産
展
な
ど

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
親
子
で
駅
長
の
衣
装
を
着

作
文
と
、
㈳
千
葉
県
歯
科
医
師
会
が

主
催
で
行
う
「
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
」
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
標
語
・
作
文
】

　
テ
ー
マ
は
「
む
し
歯
や
歯
周
疾
患

の
予
防
に
つ
い
て
」
で
す
。
標
語
は

は
が
き
（
1
枚
に
付
き
1
つ
） 

、
作

文
は
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙
5
枚

以
内
に
題
を
付
け
て
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
（
小
・
中
学
生
は
学
校

名
お
よ
び
学
年
） 

、
電
話
番
号
を
記

入
し
た
上
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
】

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

○
市
内
在
住
で
自
分
の
歯
（
か
ぶ
せ

た
歯
・
さ
し
歯
も
可
）
が
20
本
以
上

あ
る
80
歳
以
上
の
人

○
市
内
在
住
で
平
成
24
年
度
中
に
3

歳
児
健
康
診
査
を
受
け
、
次
の
①
か

ら
③
ま
で
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
子

と
そ
の
保
護
者

①
現
在
処
置
し
て
い
な
い
虫
歯
が
な

く
、
歯
並
び
・
か
み
合
わ
せ
が
良
い

子
と
そ
の
保
護
者

②
歯
の
治
療
経
験
が
な
い
子

③
歯
肉
の
状
態
が
良
い
保
護
者

申
・
問

　
標
語
・
作
文
は
26
日
㈮

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
郵
送
か
直
接
、

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
23
日
㈫
ま

で
に
電
話
か
直
接
健
康
課
保
健
予
防

班
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5
へ

精
神
障
害
者
デ
イ
ケ
ア

ク
ラ
ブ

　
市
で
は
精
神
科
や
心
療
内
科
な
ど

に
通
院
し
て
い
る
人
や
そ
の
家
族
を

対
象
に
、
皆
さ
ん
が
居
場
所
と
し
て

活
用
で
き
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
デ
イ
ケ
ア
ク
ラ
ブ
は
、
あ
ら
か
じ

め
市
で
決
め
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ

い
て
活
動
す
る
「
さ
つ
き
」
と
、
今

年
度
か
ら
成
田
地
域
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
と
共
同
で
皆
さ
ん
が
思
い
思
い

に
過
ご
す
た
め
の
居
場
所
と
し
て
提

供
す
る
「
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
『
ひ
だ

ま
り
』  
」
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
周
囲
の
皆
さ
ん
と
楽
し
く
交
流
で

き
る
人
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
で
き
、

ま
た
家
族
だ
け
で
の
参
加
で
も
差
し

支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

【
さ
つ
き
】

日
時
・
場
所
・
内
容

　
右
表
の
と
お
り

【
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
「
ひ
だ
ま
り
」 

】

日
程

　
4
月
18
日
、
5
月
16
日
、
6

月
20
日
、
7
月
18
日
、
8
月
15
日
、

9
月
19
日
、
10
月
17
日
、
11
月
21
日
、

12
月
19
日
、
1
月
16
日
、
2
月
20
日
、

3
月
20
日
（
各
木
曜
日
）

時
間
　
午
後
1
時
〜
3
時

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
3

フ
ァ
ミ
サ
ポ
お
し
ゃ
べ

り
広
場

　
子
育
て
や
趣
味
の
こ
と
な
ど
の
情

報
を
交
換
す
る
広
場
で
す
。
茶
を
飲

み
な
が
ら
「
お
し
ゃ
べ
り
」
を
し
ま

し
ょ
う
。

日
時

　
4
月
22
日
、
5
月
27
日
、
6

月
24
日
、
9
月
30
日
（
各
月
曜
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
者
（
自
由
参
加
）

参
加
費
　
無
料

問
　
し
ろ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9
7
）
3
4

9
6

【
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
】

◆
千
葉
県
調
理
師
試
験

　
願
書
は
、
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
本
所
（
佐
倉
市
）
お
よ
び
成
田
支

所
（
成
田
市
）
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

願
書
提
出
の
受
け
付
け
は
、
5
月
21

日
㈫
か
ら
23
日
㈭
ま
で
の
午
前
10
時

か
ら
午
後
4
時
ま
で
印
旛
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
本
所
で
受
け
付
け
ま
す
。

日
程

　
7
月
23
日
㈫

場
所

　
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
展
示
場

（
千
葉
市
美
浜
区
）

問
　
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
0

4
3
（
4
8
3
）
1
1
3
4

用
し
て
の
撮
影
会
や
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
の
プ
ロ
に
よ
る
演
奏
、
ま
た
「
な

し
坊
」や「
か
お
り
」も
参
加
す
る「
ゆ

る
キ
ャ
ラ
大
集
合
」
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
大
会
、
鉄
道
グ
ッ
ズ
即
売
会
や
鉄

道
模
型
運
転
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
21
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
（
雨
天
決
行
）

場
所
　
北
総
鉄
道
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
中
央
駅
・
駅
前
自
由
通
路
ほ
か

【 

「
さ
わ
や
か
き
っ
ぷ
」
で
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
観
覧
料
が
割
り
引
き
に
】

　
北
総
鉄
道
㈱
が
3
月
下
旬
か
ら
発

売
し
て
い
る
「
さ
わ
や
か
き
っ
ぷ
一

日
乗
車
券
」
を
市
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

館
で
提
示
す
る
と
、
土
・
日
曜
日
の

投
映
観
覧
料
が
割
り
引
き
に
な
り
ま

す
（
1
枚
に
つ
き
1
回
有
効
）。

投
映
観
覧
料

　
市
内
在
住
者

　
大
人

1
6
0
円
、
子
ど
も
80
円

　
市
外
在

住
者

　
大
人
2
5
0
円
、
子
ど
も
1

2
0
円

※
「
子
ど
も
」
は
小
・
中
学
生
お
よ

び
座
席
を
使
用
す
る
幼
児
で
す
。

　
観
覧
料
は
消
費
税
を
含
み
ま
す
。

割
り
引
き
期
間

　
4
月
20
日
㈯
か
ら

5
月
5
日
㈷
ま
で
の
土
・
日
曜
日

問
　
北
総
鉄
道
㈱
企
画
室
☎
（
4
4

5
）
1
9
0
2
、
市
企
画
政
策
課
企

画
政
策
班
　
内
線
3
3
5
6
、
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
館
☎
（
4
9
2
）
1
1

2
5

「さつき」プログラム
日時 場所 内容

5月8日㈬
10：00 ～ 15：00

千葉市文化センター
（千葉市中央区）

春のお出かけ
心のふれあいフェスティバル

6月6日㈭
10：00 ～ 13：00

保健福祉センター

ハッピークッキング

7月4日㈭
13：30 ～ 15：00 ミニゲーム・カラオケ（予定）

8月1日㈭
13：30 ～ 15：00 風船バレー

9月（日程未定）
10：00 ～ 15：00

佐倉草ぶえの丘
（佐倉市）

「ボランティアさくら」による
バーベキュー

10月3日㈭
10：00 ～ 15：00 未定 バスハイク

11月7日㈭・12月5日㈭
13：30 ～ 15：00

保健福祉センター

陶芸

1月9日㈭
13：30 ～ 15：00 ダーツ

2月6日㈭
10：00 ～ 13：00 ハッピークッキング

3月6日㈭
13：30 ～ 15：00 おやつづくり

　3月22日に千葉地方裁判所において言い渡しが
ありました「北総鉄道運賃値下げ支援補助金」の
専決処分に関する住民訴訟の判決につきましては、
法解釈および事実認定に誤りがあることから、裁
判において再度司法の判断を仰ぐ必要があると考
えました。
　4月3日に行われた市議会臨時会において、控訴
に必要な費用を「白井市一般会計補正予算（第2号）」
として議決いただきましたので、4月4日に東京高
等裁判所宛ての「控訴状」を提出しました。
※第一審判決文などの資料は市ホームページに掲
載してあります。
■問　企画政策課企画政策班　内線3352

「北総鉄道運賃値下げ支援補助金」専決処
分に関する住民訴訟における控訴について



山
本
家
の
板い

た
び碑

　
今
回
新
た
に
指
定
さ
れ
た
「
山

本
家
の
板
碑
」
は
、
平
成
21
年
に

平
塚
地
区
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

板
碑
は
板
石
型
の
石
碑
で
、「
板

石
塔
婆
」
の
別
名
が
あ
り
ま
す
。

簡
単
に
言
え
ば
墓
に
供
え
る
卒
塔

婆
の
古
い
姿
で
す
。

　
卒
塔
婆
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

の
「
ス
ツ
ー
パ
」
が
語
源
で
「
仏

塔
」
を
意
味
し
ま
す
。
仏
の
た
め

に
塔
を
建
て
る
こ
と
が
大
変
な
供

養
と
さ
れ
、
多
く
の
卒
塔
婆
が
建

て
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
法
隆
寺
の

五
重
塔
も
そ
の
一
例
で
す
。
平
安

時
代
の
末
に
な
る
と
、
仏
塔
を
簡

易
な
石
碑
形
態
で
建
て
る
こ
と
も

始
ま
り
、
鎌
倉
時
代
に
は
板
碑
形

式
が
誕
生
し
て
当
時
の
知
識
階
級

だ
っ
た
武
士
や
僧
侶
た
ち
が
多
く

採
用
し
、
普
及
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
山
本
家
の
板
碑
は
縦
66
・
5
㌢

㍍
、
最
大
幅
22
・
5
㌢
㍍
で
埼
玉

県
比
企
郡
小
川
町
付
近
で
採
掘
さ

れ
た
緑
泥
片
岩
を
使
い
、
板
石
頭

部
を
三
角
に
整
形
し
て
、
そ
の
下

に
二
条
の
区
画
線
を
彫
り
出
す
武

蔵
型
の
特
徴
を
備
え
て
い
ま
す
。

　
武
蔵
型
板
碑
の
ふ
る
さ
と
は
埼

玉
県
で
、
昔
は
武
蔵
国
と
呼
ば
れ
、

板
碑
の
石
材
の
産
地
が
多
く
、
大

変
古
い
時
期
の
板
碑
が
分
布
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
武
蔵
国
は
板
碑

発
祥
の
地
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

板
碑
は
一
般
的
に
「
種し

ゅ
じ子
」
と
呼
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〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
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〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
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ば
れ
る
仏
を
象
徴
的
に
表
し
た

梵ぼ
ん
じ字
で
本
尊
を
刻
み
、
下
に
造
立

年
月
日
な
ど
の
銘
文
を
加
え
ま
す
。

本
尊
は
一
般
的
に
阿あ

弥み

だ陀
如
来
で

す
が
、
山
本
家
の
板
碑
は
釈し

ゃ
か迦
如

来
を
本
尊
と
し
て
「
バ
ク
」
と
い

う
梵
字
を
刻
ん
で
い
ま
す
。
ま
た

「
乾
元
二
年
六
月
日
」
の
銘
が
あ

り
、
県
北
西
部
に
お
け
る
初
期
板

碑
の
一
つ
で
す
。
市
内
で
は
最
古

の
板
碑
で
あ
り
、
釈
迦
如
来
種
子

を
持
つ
も
の
と
し
て
は
、
県
北
西

部
で
2
番
目
に
古
い
も
の
と
分
か

り
ま
し
た
。
種
子
の
書
体
や
連
座

の
意
匠
（
デ
ザ
イ
ン
）
は
県
内
で

も
類
例
が
無
い
も
の
で
す
。

　
こ
の
板
碑
が
製
作
さ
れ
た
乾
元

2
年
（
1
3
0
3
）
こ
ろ
の
平
塚

は
「
平
塚
郷
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

金か
ね
さ
わ沢
貞さ

だ
あ
き顕
が
領
主
で
し
た
。
貞
顕

は
霜
月
騒
動
に
巻
き
込
ま
れ
、
傅

め
の
と

（
後
見
人
）
の
富
谷
左
衛
門
の
本

拠
で
あ
る
現
在
の
白
井
市
内
で
幼

少
期
を
過
ご
し
、
後
に
鎌
倉
幕
府

第
15
代
執
権
と
な
っ
た
人
物
で
す
。

山
本
家
の
板
碑
は
古
い
だ
け
で
は

な
く
、
石
材
や
意
匠
の
流
通
の
上

で
金
沢
氏
の
経
済
圏
も
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
中
世
資
料
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

問
　
文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

※
山
本
家
の
板
碑
の
写
真
は
広
報

し
ろ
い
4
月
15
日
号
「
市
指
定
文

化
財
を
指
定
し
ま
し
た
」
に
あ
り

ま
す
。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

　
平
成
25
年
３
月
26
日
付
け
で
、
新
た
に
市
指
定
文
化
財
が
４
件
誕

生
し
ま
し
た
の
で
本
号
か
ら
４
回
に
わ
た
っ
て
新
規
市
指
定
文
化
財

の
紹
介
を
し
ま
す
。

平成25年度白井市民大学校受講生募集要項（抜粋）

募集
コース

健康生活学部
（9期生）

シニア学部
（9期生）

しろい発見学部
（4期生）

目標

　「健康」をキーワード
に体、心、地域の幅広い
視点からさまざまなテー
マで学習し、健康的な生
活や健康づくり活動の実
践を目指します。

　高齢期を豊かに生きる
ための学習を通じて友人
や生きがいをつくるとと
もに、生涯にわたる主体
的な学習の実践を目指し
ます。

　身近な地域の学習や体
験を通じ、しろいの魅力
を発見するとともに、地
域に根ざし充実した活動
の実践を目指します。

対象

市内在住・在勤の40歳
以上（平成25年3月31日
現在）　30人
※健康生活学部4 ～ 8期、
シニア学部8期受講生は
除きます。

市内在住･在勤の60歳以
上（平成25年3月31日現
在）　30人
※シニア学部4 ～ 8期受
講生は除きます。

市内在住･在勤の40歳以
上（平成25年3月31日現
在）　25人
※しろい発見学部1～ 3
期、シニア学部8期受講
生は除きます。

おおむね80㌫以上の講座を受講できる、学習成果を地域生活で実践し積極的
に生かす意欲があり、健康に支障のない人（応募者多数の場合は、過去の受
講歴を考慮した上で公開抽選会により決定）
※過去3回以上入学した人は除きます。

修業年限 1年（月2日程度） 2年（月2日程度） 1年（月2日程度）

白井市民大学校新入生募集白井市民大学校新入生募集
～みんなで明るく、楽しく、元気よく!～

　白井市民大学校では健康生活学部、シニア学部、しろい発
見学部の3つの学部を設け、学部ごとに特色ある講座を実施し、
健康的な生活の実践や主体的な学習、仲間づくり、地域の魅力
発見、地域活動の支援を行っています。
　講座は平日に月2回程度開催します（一部土曜日または日曜
日に開催あり）。
　入学を希望する人は入学案内（生涯学習課、保健福祉セン
ター、各センター、市ホームページ、北総鉄道白井駅および西
白井駅にあります）で入学資格、各学部の目標、実施日時、講
座のテーマなどを必ず確認した上で、入学願書（入学案内に添
付しています）で申し込んでください。
募集コース・対象・期間　右表のとおり
受講料　実費（材料費、保険代など）
■申・■問　本日から5月20日㈪（必着）までに入学願書に必要事
項を記入した上で郵送、Eメールか直接生涯学習課社会教育班
内線3431・2・  syougai-gakusyuu@city.shiroi.chiba.jpへ

　白井市民大学校について初めて知った人やどのコースを選
んだらいいかわからない人、コースの特色を詳しく知りたい
人など白井市民大学校の入学に関するさまざまな相談につい
て電話やEメール、または直接受け付けています。
　自分の実りある学習のために、気軽に利用してください。

市民ゴルフ大会申し込み先
氏名・名称 住所・所在地 電話番号

木下智義 桜台2－6－2－705 （497）2632
鈴木酒店 白井駅前商店会 （491）0486
渡辺暢 南山1－5－9－401 （491）3900
千秋繁 南山3－6－6 （491）5695
山田政男 河原子357－1 （491）0349
富澤ハウジング 根1826-31 （491）0026
隆盛堂薬局 西白井駅前商店会 （491）4626
宇田川清次 根1918－11 （491）6160
千葉光商事 根1777－1 （491）5111
阪東修 けやき台1－2－1－1012 （491）8765
谷口八郎 けやき台2－6－4－103 （491）3404
平井勲 清水口1－5－2－502 （491）1482
宮崎信行 清水口2－1－12－702 （491）2451
田辺裕 清水口3－28－7 （491）3476
奥田隆夫 七次台4－2－3 （491）0982
内田弘 大山口2－4－4－107 （491）2802
下山輝美 西白井1―15―6 （491）1101
橋本力 冨士198－38 （445）2110
田上聖視 大松1－2－23 （491）2253
市生涯学習課スポーツ振興班 （492）1111

市
民
ゴ
ル
フ
大
会

日
程
　
5
月
28
日
㈫

場
所
　
船
橋
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
　
2
0

0
人
（
申
し
込
み
順
）

競
技
方
法
　
新
ペ
リ
ア
方
式

参
加
費
　
3
、
0
0
0
円
（
賞
品
代
・

パ
ー
テ
ィ
ー
費
）

プ
レ
ー
費
　
1
4
、  

0
0
0
円
（
キ

ャ
デ
ィ
ー
付
き
、
昼
食
費
含
む
）

申
　
4
月
19
日
㈮
か
ら
5
月
1
日
㈬

ま
で
に
直
接
下
表
の
申
し
込
み
先
へ

問
　
市
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局
　
田
上

☎
（
4
9
1
）
2
2
5
3
、
生
涯
学

習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
　
内
線
3
4

3
5教

育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

市指定文化財を指定しました
　文化財を現在に生かしながら未来に伝えるため、市では指定文化財を指定し保護・
活用をしています。3月26日付けで新たに下欄の4件を市指定文化財に指定しました。
それぞれの新規指定文化財の詳しい内容は、広報しろいで連載中の「歴史のしずく」
で4月15日号から4回にわたって紹介して行きます。
■問　文化課文化班　☎（492）1123

山本家の板
いたび

碑
（平塚・有形文化財）
　市内最古の板碑で
あり、県北西部域で
も初期の板碑として
貴重なものです。
（郷土資料館で展示中）

延命寺の火伏せの札
ふだ

（平塚・有形民俗文化財）
　出羽三山で与えら
れる剣

けんぼんてん

梵天と呼ばれ
るもので、東葛・印
旛地域でも最古のお
札です。（原則非公開）

折立熊野神社本殿
（折立・有形文化財）
　建築年代の分かる
ものでは市内最古の
神社本殿で、庇

ひさしばしら

柱に彫
出された龍が特徴的
です。

鳥見神社の切られ庚
こうしん

申
（富塚・有形民俗文化財） 
　江戸時代に白井を
通った鮮

な ま み ち

魚道にまつわ
る伝説を持つ石造物と
して貴重なものです。

延命寺の火伏せの札

折立熊野神社本殿

鳥見神社の切られ庚申

山本家の板碑

2013.4.155



複  

親
子
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　
子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
く
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
た
り
シ
ェ
イ
プ
ア

ッ
プ
し
た
り
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
25
日
㈭
　
午
前
10
時
30
分
〜

午
前
11
時
30
分

対
象
　
未
就
園
児
ま
で
の
子
と
そ
の

保
護
者
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
水
筒

子

育

て

ボ  

初
級
音
声
訳
講
習
会

　
視
覚
障
害
者
支
援
の
一
環
と
し
て
、

音
声
訳
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
講
座

終
了
後
は
視
覚
障
害
者
の
目
の
代
わ

り
と
な
る
た
め
の
、
広
報
紙
作
成
な

ど
の
音
声
訳
で
の
情
報
伝
達
活
動
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
5
月
8
日
・
15
日
・
22
日
・

29
日
、
6
月
5
日
・
12
日
（
各
水
曜

日
、
全
6
回
）　  

午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

趣
味
・
教
養
・
学
習

複  

花
と
楽
し
む
会

　
季
節
の
花
を
楽
し
む
年
間
登
録
制

の
講
座
で
す
。

日
時
　
5
月
11
日
㈯
か
ら
の
平
成
26

年
3
月
ま
で
の
第
2
土
曜
日
　
午
前

10
時
〜
11
時
30
分
　（
全
10
回
・
8

月
は
休
み
）

※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

対
象
　
小
学
生
　
15
人（
申
し
込
み
順
）

◆
骨こ

つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

粗
鬆
症
〜
そ
の
危
険
と
予
防

に
つ
い
て
〜

　
セ
コ
メ
デ
ィ
ッ
ク
病
院
整
形
外
科

の
黒
川
壽
久
医
師
に
よ
る
骨
粗
し
ょ

う
症
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
19
日
㈮
　
午
後
2
時
〜
　
場

所
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
千
葉
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
3
階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
（
印
西
市
）

入
場
料
　
無
料

問
　
セ
コ
メ
デ
ィ
ッ
ク
病
院
総
合
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　
☎
0
4
7
（
4

5
7
）
9
9
0
0

◆
Ｊ
Ａ
西
印
旛
農
産
物
直
売
所
「
や

お
ぱ
ぁ
く
」
開
店
6
周
年
イ
ベ
ン
ト

　
や
お
ぱ
ぁ
く
店
内
で
1
、
0
0
0

円
以
上
買
い
物
を
し
た
人
を
対
象
に
、

先
着
50
人
に
紅
白
ま
ん
じ
ゅ
う
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
更
に
「
米
の
す

く
い
ど
り
」
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

ま
す
。
そ
の
ほ
か
綿
あ
め
の
無
料
配

布
や
焼
き
そ
ば
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、

コ
ロ
ッ
ケ
（
各
1
0
0
円
）
の
販
売

も
行
い
ま
す
。

日
時

　
21
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時

　
場
所

　
J
A
西
印
旛
農
産
物

イ

ベ

ン

ト

①

直
売
所
「
や
お
ぱ
ぁ
く
」

問
　
J
A
西
印
旛
農
産
物
直
売
所

「
や
お
ぱ
ぁ
く
」
☎
（
4
9
8
）
2

0
0
7

※
例
年
開
催
し
て
い
た
「
フ
ァ
ミ
リ

ー
田
植
え
体
験
」
お
よ
び
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
稲
刈
り
体
験
」
は
主
催
者
側
の

都
合
に
よ
り
開
催
を
中
止
し
ま
す
。

◆
ラ
ク
テ
ィ
ナ
ク
ラ
ブ
育
児
支
援
無

料
講
座
「
お
産
に
つ
い
て
・
母
乳
育

児
の
ス
タ
ー
ト
」

　
出
産
や
母
乳
育
児
の
ポ
イ
ン
ト
を

分
か
り
や
す
く
話
し
ま
す
。

日
時
　
21
日
㈰
　
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
0
時
30
分
　
場
所
　
印
西
市
中

央
駅
前
地
域
交
流
館
　
対
象
　
妊
婦
、

育
児
中
の
母
親
や
そ
の
家
族
　
講
師

的
場
晴
美
助
産
師
ほ
か

　

問
　
安
藤
☎
0
4
7
6
（
4
7
）
0

5
1
6

◆
プ
ル
ミ
エ
ー
ル
・
バ
レ
エ
・
ス
テ

ュ
ー
デ
ィ
オ

　
バ
レ
エ
コ
ン
サ
ー
ト

　
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

日
時
　
28
日
㈰
　
午
後
4
時
〜
　
場

所
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
　
入
場
料

無
料

　

問
ス
テ
ュ
ー
デ
ィ
オ
　
小
銭
☎
0
8

0
（
9
1
5
2
）
5
7
1
7

子

ど

も

日程表
日程 内容

5月11日㈯ 陶芸～箸置き作り～
7月13日㈯ 陶芸～箸置きに色付け～
10月5日㈯ 手作り文具
11月9日㈯ 落ち葉でデザイン紙すき
1月11日㈯ スクラップブッキング
3月8日㈯ プチパーティー

　みんなで楽しくいろいろなものを作る年間登録制
のクラブです。センターフェスティバルで自分たち
で作った作品を販売し、ブルキナファソへの寄付も
行います。
日程・内容　下表のとおり
時間　午前10時～正午
対象　小学生以上　15人（申し込み順）
参加費　2,000円（材料費）
■申　30日㈫までに電話か直接白井駅前センターへ

駅  ジョイキッズ

　大山口小学校区地区社会福祉協議会の業務を行う
非常勤職員を募集します。
募集人数　地域福祉に熱意があり、普通自動車免許
を所持し、パソコンを操作できる人　1人（年齢・経
験不問）
勤務期間　平成25年5月16日㈭～平成26年3月31日㈪
（更新あり）
※書類選考・面接により選考します。
勤務日時　毎週火・木・土曜日のうち1～ 2日　午前
10時～午後4時
勤務地　大山口小学校区地区社会福祉協議会事務局
（大山口中学校内）
時給　830円（別途通勤手当あり）
■申・■問　履歴書（写真貼付）に必要事項を記入の
上、5月2日㈭までに郵送か直接市社会福祉協議会☎
（492）5713へ

社   非常勤職員を募集します

対
象

　
一
般

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
5
0
0
円
（
資
料
代
ほ
か
）

申
　
4
月
30
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

ボ  

初
級
点
字
講
座

　
視
覚
障
害
者
の
情
報
収
集
の
手
段

で
あ
る
、
点
字
の
基
礎
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
講
座
を
行
い
ま
す
。
講
座

終
了
後
は
点
字
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
継

続
的
に
学
び
な
が
ら
、
視
覚
障
害
者

を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時

　
5
月
10
日
・
17
日
・
24
日
・

31
日
、
6
月
7
日
（
各
金
曜
日
、
全

5
回
）　  

午
前
10
時
〜
正
午

対
象
　
一
般
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
5
0
0
円
（
資
料
代
ほ
か
）

申
　
4
月
30
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

福  

子
育
て
支
援
講
座

「
す
ぐ
に
役
立
つ
防
災

術
〜
小
さ
な
い
の
ち
を

守
る
た
め
の
知
恵
と
技

術
〜
」

　
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
自
然

災
害
に
備
え
て
自
分
や
大
切
な
子
ど

も
た
ち
の
安
全
を
守
れ
る
よ
う
に
、

母
親
の
目
線
で
の
防
災
技
術
を
学
ん

○
㈲
ツ
イ
キ

　
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
　
7
5
0
枚

　
平
成
25
年
度
に
市
内
の
小
学
校
に

入
学
す
る
新
1
年
生
に
配
布
し
、
交

通
安
全
対
策
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

平成25年度文化センター
祝日開館日・臨時休館日

　文化センター（文化会館・図書館・郷土資料館・
プラネタリウム館）は月曜日と祝日、年末年始（12
月28日～ 1月4日）を休館としていますが、祝日が土・
日曜日に重なる場合と文化の日は開館します。
　平成25年度は、下表のとおり開館日と臨時休館日
を変更します。
■問　文化課文化班　☎（492）1123

平成25年度の祝日開館日および臨時休館日
開館日 臨時休館日

5月4日㈷ 5月7日㈫
5月5日㈷ 5月14日㈫
11月3日㈷ 11月5日㈫
11月23日㈷ 11月26日㈫

日
本
年
金
機
構
研
修
セ
ン

タ
ー
運
動
施
設
開
放
日

　
当
分
の
間
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
み
の
開
放
と
な
り
ま
す
。

　
4
月
か
ら
利
用
料
金
が
変
更
に
な

り
ま
し
た
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　
5
月
4
日
㈷
・
5
日
㈷
・
11

日
㈯
・
12
日
㈰
・
18
日
㈯
・
19
日
㈰
・

25
日
㈯
・
26
日
㈰
　
午
前
9
時
〜
午

後
6
時

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
の
利
用
に
は
、
必
ず
成

人
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
6
0
0

円
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
2
、
9
4
0
円

（
各
2
時
間
単
位
）

申
・
問

　
申
請
書
（
生
涯
学
習
課
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
4
月
25
日
㈭
ま
で
に
直
接
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
　
内
線
3

4
3
5
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
、
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
で
利
用
者

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

公
民
館
運
営
審
議
会
委

員
を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
、
公
民
館
に
お
け
る
各
種

事
業
の
企
画
実
施
に
つ
い
て
調
査
・

審
議
す
る
た
め
「
公
民
館
運
営
審
議

会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た

に
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

　
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
日

頃
か
ら
公
民
館
な
ど
の
施
設
を
利
用

し
、
公
民
館
運
営
に
興
味
が
あ
る
人

1
人

※
選
考
基
準
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

任
期

　
平
成
25
年
6
月
1
日
〜
平
成

27
年
5
月
31
日
（
2
年
間
）

報
酬

　
会
議
1
回
6
、
6
0
0
円

※
会
議
は
年
2
・
3
回
の
開
催
を
予

定
し
、
開
催
は
平
日
の
昼
間
に
な
り

ま
す
。

申
・
問

　
所
定
の
申
込
書
（
生
涯
学

習
課
、
各
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
30
日
㈫
（
必
着
）
ま
で

に
郵
送
か
直
接
生
涯
学
習
課
社
会
教

育
班

　
内
線
3
4
3
3
へ

で
み
ま
せ
ん
か

日
時
　
5
月
9
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
子
育
て
中
の
母
親
　
20
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

講
師
　
ア
ウ
ト
ド
ア
流
防
災
・
防
寒

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
　
あ
ん
ど
う
り

す
さ
ん

保
育
　
1
歳
か
ら
未
就
学
児
ま
で
の

子
　
8
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

申
　
4
月
30
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

複  

フ
ラ
ワ
ー
セ
ミ
ナ
ー

　
自
由
に
花
を
生
け
な
が
ら
、
心
の

広
が
り
を
感
じ
ら
れ
る
、
年
間
登
録

制
の
講
座
で
す
。

日
時

　
5
月
15
日
㈬
か
ら
の
毎
月
第

3
水
曜
日

　
午
前
10
時
〜
正
午

　

（
全
6
回
の
予
定
）

対
象

　
一
般

　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
1
、
0
0
0
円
（
材
料
費
）

持
ち
物
　
花
を
持
ち
帰
る
た
め
の
袋
、

生
け
花
用
は
さ
み
、
新
聞
紙
、
タ
オ
ル

申
　
5
月
12
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

申
　
20
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直
接
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

冨  

親
子
で
楽
し
く
過
ご

そ
う
&
い
ち
ご
ク
ラ
ブ

　
紙
芝
居
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
テ

ィ
ー
タ
イ
ム
を
み
ん
な
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

日
時
　
5
月
8
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
市
内
在
住
の
生
後
2
カ
月
か

ら
未
就
園
児
の
子
と
そ
の
保
護
者

40
組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
5
月
7
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
冨
士
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

ね
ん
ね
さ
ん
&
プ
レ

マ
マ
ち
ゃ
ん

　「
カ
ラ
フ
ル
ス
タ
ン
ド
写
真
立
て
」

を
作
っ
た
後
、
触
れ
合
い
遊
び
や
茶

話
会
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
5
月
15
日
㈬

　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

対
象
　
6
カ
月
未
満
の
子
と
そ
の
保

護
者
　
16
組
、
妊
娠
6
か
ら
8
カ
月

ま
で
の
人
　
4
人
（
い
ず
れ
も
申
し

込
み
順
）　

持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
か
マ
ッ
ト

参
加
費
　
2
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
5
月
11
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

持
ち
物
　
は
さ
み
、
ミ
ニ
タ
オ
ル
、

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
袋
1
枚
、
新
聞
紙

1
枚

参
加
費

　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
4
月
30
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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　タイトルの上にある複などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
市市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

シ  
会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時

　
25
日
㈭

　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

シ  

草
刈
り
機
取
扱
講
習
会

　
肩
掛
け
除
草
機
の
取
り
扱
い
と
操

作
方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
5
月
8
日
㈬
　
午
前
10
時
〜

午
後
4
時
（
雨
天
の
場
合
は
15
日
㈬

に
延
期
）

場
所
　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
　
5
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

申
　
4
月
30
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

高

齢

者

◆
絵
画
サ
ー
ク
ル
S
A
K
U
R
A

　
自
由
な
題
材
で
み
ん
な
で
楽
し
く

絵
を
描
い
て
い
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

見
学
や
体
験
は
随
時
受
け
付
け
ま
す

の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
水
曜
日
（
月
2
回
）
午
後
1

時
〜
4
時

　
場
所

　
桜
台
セ
ン
タ
ー

問
　
北
東
☎
0
9
0
（
4
1
3
1
）

0
8
0
9

◆
劇
を
一
緒
に
や
り
ま
せ
ん
か

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
民
話
「
な
ん
と
な

く
い
た
ず
ら
を
！
」
を
一
緒
に
作
り

あ
げ
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
20
日
㈯
か
ら
毎
月
2
回
　
午

前
10
時
〜
正
午
　
場
所
　
冨
士
セ
ン

タ
ー

　
参
加
費

　
8
0
0
円
（
施
設

使
用
料
ほ
か
）

問
　
英
劇
　
中
村
☎
（
4
4
3
）
8

6
4
5

◆
フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
オ
ヒ
ア

レ
フ
ァ
」
会
員
募
集

　
ハ
ワ
イ
の
風
を
感
じ
な
が
ら
フ
ラ

ダ
ン
ス
を
一
緒
に
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。
見
学
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

日
時

　
毎
週
水
曜
日

　
午
後
3
時
〜

4
時
30
分

※
第
4
水
曜
日
は
自
主
練
習
と
な
り

ま
す
。

場
所

　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

　
入

会
費

　
1
、
0
0
0
円

　
月
会
費

募
集
・
伝
言
板

◆
農
業
支
援
活
動
説
明
会

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ろ
い
環
境
塾
で
は
、

農
業
者
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
で

年
々
増
加
し
て
い
る
耕
作
放
棄
地
を

生
産
農
地
と
し
て
復
活
さ
せ
、
次
世

代
に
残
す
た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
活
動
の
趣
旨
や
内
容
を
説
明

し
た
後
、
現
地
を
案
内
す
る
説
明
会

を
行
い
、
説
明
会
の
後
は
会
員
と
の

交
流
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
27
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
午
後

1
時
　
集
合
場
所
　
平
塚
ベ
ー
ス
キ

ャ
ン
プ
（
延
命
寺
北
側
）　
対
象
　

一
般
　
20
人
　
持
ち
物
　
昼
食
、
飲

み
物
、
軍
手

申
・
問

　
24
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
N

P
O
法
人
し
ろ
い
環
境
塾
事
務
所
☎

（
4
0
4
）
3
2
9
8
（
月
・
水
・

土
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
ま

で
）
へ

◆
白
井
子
ど
も
劇
場
あ
そ
び
っ
く

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
i
n
船
橋
県
民
の
森

　
爽
や
か
な
新
緑
の
中
を
親
子
で
歩

き
ま
せ
ん
か
。
気
持
ち
の
良
い
森
の

中
で
遊
ん
だ
後
、
昼
に
豚
汁
を
作
り

ま
す
。

日
程
　
27
日
㈯
　
集
合
時
間
・
場
所

午
前
9
時
30
分
・
白
井
駅
マ
ル
エ
ツ

側
「
梨
の
泉
」　  

場
所
　
船
橋
県
民

の
森
　
対
象
　
船
橋
県
民
の
森
ま
で

歩
く
こ
と
が
で
き
る
4
歳
以
上
の
子

と
そ
の
保
護
者
　
参
加
費
　
1
人
5

0
0
円
（
保
険
代
・
ま
き
代
）

申
・
問

　
電
話
か
E
メ
ー
ル
で
21
日

㈰
ま
で
に
白
井
子
ど
も
劇
場
事
務
所

☎
（
4
9
1
）
2
1
6
3
・

 sh
i

roi_kodom
o@
yahoo.co.jp

へ

◆
こ
い
の
ぼ
り
祭
り

　
和
太
鼓
の
演
奏
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
模
擬
店
や
「
こ
い
の
ぼ
り
潜

り
」
な
ど
、
楽
し
い
催
し
を
た
く
さ

ん
行
い
ま
す
。

　
こ
い
の
ぼ
り
は
会
場
で
4
月
27
日

福  

布
ぞ
う
り
作
り
講
習

　
布
切
れ
を
使
っ
て
、
自
分
だ
け
の

布
ぞ
う
り
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
5
月
9
日
・
16
日
・
23
日
・

30
日
（
各
木
曜
日
、
全
4
回
）　  

午

後
1
時
〜
3
時

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
　
10
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

持
ち
物
　
布
、
は
さ
み
、
鼻
緒
に
使

用
す
る
た
め
の
ひ
も

参
加
費
　
1
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
4
月
25
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福  

初
め
て
の
テ
ー
ブ
ル

ロ
ー
ル
作
り
講
習

　
初
心
者
を
対
象
と
し
た
パ
ン
作
り

講
座
で
す
。
生
地
を
こ
ね
て
焼
き
た

て
の
あ
ん
ぱ
ん
を
作
っ
た
後
、
み
ん

な
で
一
緒
に
食
べ
ま
す
。

日
時
　
5
月
13
日
㈪
　
正
午
〜
午
後

3
時

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
　
14
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

講
師
　
日
本
製
粉
㈱
ク
ッ
キ
ン
グ
パ

ー
ト
ナ
ー
　
佐
藤
加
代
子
さ
ん

持
ち
物
　
三
角
巾
、
布
巾
、
エ
プ
ロ

ン
、
持
ち
帰
り
用
の
入
れ
物

㈯
か
ら
5
月
5
日
㈷
ま
で
揚
げ
ま
す
。

日
時

　
5
月
4
日
㈷

　
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
（
雨
天
の
場
合
は
5
月
5

日
㈷
に
延
期
）　  

場
所
　
冨
士
中
グ

ラ
ウ
ン
ド
（
冨
士
）

問
　
こ
い
の
ぼ
り
祭
り
実
行
委
員
会

☎
（
4
4
6
）
2
6
0
0

◆
新
緑
の
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
を
歩
こ
う
!

　
実
際
の
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
O
U
T
9

ホ
ー
ル
を
使
っ
て
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
コ
ー
ス
内
で
は
飲
食
が
で
き
、
参

加
賞
も
差
し
上
げ
ま
す
。

日
程

　
5
月
7
日
㈫
（
雨
天
決
行
）

受
付
時
間

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

2
時
　
場
所
　
船
橋
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
（
清
戸
）

問
　
㈱
船
橋
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
☎

（
4
9
7
）
0
2
3
6

◆
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
「
こ
ど
も

ま
つ
り
」

　
乳
搾
り
体
験
（
11
日
の
み
）
や
金

魚
す
く
い
、
ク
ラ
フ
ト
教
室
、
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
5
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰
　
午

前
10
時
〜
午
後
3
時

問
　
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
☎
0
4

7
6
（
4
7
）
4
0
3
0

◆
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演

奏
会

　
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
「
交
響
詩
『
ド
ン

フ
ァ
ン
』」
や
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
「
交

響
曲
第
6
番
」
な
ど
を
演
奏
し
ま
す
。

　
抽
選
で
30
人
に
チ
ケ
ッ
ト
が
当
た

る
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
人
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

日
時
　
5
月
12
日
㈰
　
午
後
2
時
〜

（
開
場

　
午
後
1
時
30
分
〜
）　  

場

所
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
　
チ
ケ
ッ

ト
代

　
8
0
0
円
（
当
日
券
の
み
）

※
小
・
中
学
生
は
無
料
で
す
。

申
　
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、情
報
を
得
た
媒
体（ 

「
広

報
し
ろ
い
」 

）、「
定
演
チ
ケ
ッ
ト
プ

3
、
5
0
0
円
（
施
設
使
用
料
ほ
か
）

問
　
増
田
☎
（
4
9
2
）
1
1
5
9

◆
シ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
教
室
参
加
者
募
集

　
シ
ニ
ア
を
対
象
と
す
る
初
心
者
向

け
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
、
健
康
の
維
持

増
進
を
図
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
毎
月
1
・
3
土
曜
日
　
午
前

9
時
〜
午
後
1
時
　
場
所
　
中
木
戸

公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
　
対
象
　
35
歳
以

上
の
市
内
在
住
・
在
勤
者
　
年
会
費

3
、
0
0
0
円

問
　
サ
ッ
カ
ー
協
会
　
谷
本
☎
（
4

9
1
）
2
4
6
2

◆
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
会
員
募
集

　
楽
し
く
仲
間
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を

や
り
た
い
女
性
を
募
集
し
ま
す
。
各

種
大
会
に
も
参
加
し
ま
す
。

日
時
　
原
則
毎
週
土
曜
日
　
午
後
1

時
30
分
〜
　
場
所
　
河
原
子
グ
ラ
ウ

ン
ド
　
月
会
費
　
1
、
0
0
0
円

問
　
石
原
☎
（
4
9
1
）
9
9
0
1

◆
保
護
司
の
活
動
を
ご
存
じ
で
す
か

　
更
生
保
護
は
罪
を
償
い
再
出
発
し

よ
う
と
す
る
人
た
ち
の
立
ち
直
り
を

導
い
た
り
助
け
た
り
し
、
再
び
犯
罪

や
非
行
に
陥
る
の
を
防
ぐ
仕
組
み
で

す
。

　
保
護
司
は
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
地
域
で
更
生
保
護
活
動
を
担
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
県
内
で
は
平
成

25
年
1
月
末
時
点
で
1
、
3
1
4
人

が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
刑
務
所
や
少
年
院
か

ら
出
て
「
保
護
観
察
」
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
た
人
な
ど
を
指
導
や
援
助

す
る
ほ
か
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
な
ど
の
地
域
社
会
に
お
け
る
犯

罪
予
防
活
動
を
展
開
す
る
な
ど
、
安

全
・
安
心
な
地
域
社
会
作
り
に
係
る

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
る
の
で
、

保
護
司
の
活
動
に
理
解
と
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
　
千
葉
保
護
観
察
所
企
画
調
整
課

庶
務
係
☎
0
4
3
（
2
0
4
）
7
7

9
1

レ
ゼ
ン
ト
希
望
」
を
記
入
の
上
、
4

月
30
日
㈫
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
で

〒
2
7
0
―
1
4
2
4

　
白
井
市
堀

込
2
―
2

　
中
銀
白
井
マ
ン
シ
オ
ン

管
理
事
務
所
気
付
へ

問
　
石
川
☎
（
4
9
2
）
7
7
0
9

◆
S
I
N
C
S
「
田
中
正
也
ピ
ア
ノ
・

リ
サ
イ
タ
ル
」

　  「
英
雄
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
」
「
ラ
・
カ

ン
パ
ネ
ラ
」
「
展
覧
会
の
絵
」
な
ど

田
中
さ
ん
の
軽
妙
な
ト
ー
ク
を
交
え

た
楽
し
い
演
奏
会
で
す
。

　
収
益
金
は
東
日
本
大
震
災
復
興
義

捐
金
や
市
内
の
芸
術
文
化
、
環
境
保

全
活
動
の
た
め
に
寄
付
し
ま
す
。

日
時
　
5
月
18
日
㈯
　
午
後
2
時
〜

（
開
場
　
午
後
1
時
30
分
〜
）　
場
所

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
　
入
場
料
　
2
、

0
0
0
円
（
電
話
予
約
可
）

問
　
S
I
N
C
S
事
務
局

　
平
田
☎

0
8
0
（
4
7
2
7
）
8
7
1
8

◆
千
葉
大
学
園
芸
学
部
公
開
講
座

「
食
の
安
全
と
安
心
1（
安
全
編
）」

　
7
月
26
日
㈮
ま
で
の
毎
週
金
曜
日

に
「
食
の
安
全
と
安
心
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
無
料
公
開
講
座
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
来
校
の
際
に
は
公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

時
間
　
午
後
4
時
10
分
〜
5
時
40
分

場
所
　
千
葉
大
学
園
芸
学
部
E
棟

（
松
戸
市
）　  

対
象
　
一
般
　
50
人

（
申
し
込
み
順
）　

問
　
千
葉
大
学
園
芸
学
部
学
務
係
☎

0
4
7
（
3
0
8
）
8
7
1
2

◆
I
B
D
潰
瘍
性
大
腸
炎
＆
ク
ロ
ー

ン
病
医
療
講
演
会

　
社
会
保
険
中
央
総
合
病
院
の
吉
村

直
樹
医
師
に
よ
る 

「
潰
瘍
性
大
腸
炎

と
ク
ロ
ー
ン
病
の
基
礎
知
識
と
最
新

治
療
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
と

交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
6
月
2
日
㈰

　
午
後
1
時
〜

4
時
（
受
け
付
け

　
午
後
0
時
15
分

〜
）　
場
所

　
船
橋
市
中
央
公
民
館

対
象
　
一
般
　
1
0
0
人
（
申
し
込

み
順
）　
参
加
費
　
5
0
0
円
（
資

料
代
）

申
・
問

　
往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
、
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
、

病
名
と
発
症
年
、
交
流
会
へ
の
参
加

の
有
無
、
講
師
へ
の
質
問
を
記
入
す

る
か
、
ち
ば
I
B
D
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事

項
を
入
力
の
上
、
〒
2
7
7
―
0
0

0
5

　
柏
市
柏
9
6
7
―
8

　
竹
井

京
子
へ

イ

ベ

ン

ト

②

参
加
費

　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
5
月
2
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

シ  

初
級
パ
ソ
コ
ン
講
習

会
〜
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

講
座
〜

　
案
内
状
の
作
成
方
法
や
E
メ
ー
ル

の
送
受
信
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
閲

覧
方
法
な
ど
楽
し
み
な
が
ら
学
び
ま

し
ょ
う
。

日
時
　
5
月
13
日
㈪
〜
17
日
㈮
（
全

5
日
間
）　
午
後
1
時
45
分
〜
4
時

45
分

場
所

　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
で
マ
ウ
ス
の
操
作
、
ロ
ー
マ
字

入
力
が
で
き
、
全
日
程
参
加
で
き
る

人
　
12
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

参
加
費
　
1
、
0
0
0
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

申
　
4
月
30
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

2013.4.157
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ョ
ー
ト
さ
ん
が
印
西
町
（
当
時
）

に
在
住
と
知
り
、
講
演
を
お
願
い

し
ま
し
た
。「
身
近
な
自
然
こ
そ

大
切
に
」と
い
う
ケ
ビ
ン
・
シ
ョ
ー

ト
さ
ん
の
言
葉
に
勇
気
付
け
ら
れ
、

そ
の
後
の
会
の
活
動
に
弾
み
が
つ

き
ま
し
た
。

　
白
井
市
の
住
民
意
向
調
査
な
ど

の
結
果
を
見
る
と
、
市
民
の
多
く

が
「
自
然
が
あ
る
か
ら
白
井
が
好

き
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
白
井
の

地
に
は
、
縄
文
時
代
ご
ろ
か
ら
人

が
住
ん
で
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
今
私
た
ち
が
目
に
し
て
い
る
自

然
は
、
大
昔
か
ら
住
ん
で
い
た

人
々
が
自
分
た
ち
ば
か
り
だ
け
で

な
く
子
々
孫
々
の
生
活
の
た
め
に

手
を
入
れ
て
き
た
結
果
な
の
で
す
。

　
身
近
な
自
然
を
大
切
に
す
る
こ

と
は
、
そ
れ
ら
を
育
て
て
き
た

人
々
の
歴
史
を
大
切
に
す
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題
をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

会
の
発
足
ま
で

　
今
か
ら
23
年
前
に
白
井
市
と
船

橋
市
の
境
を
流
れ
る
二
重
川
沿
い

に
ゴ
ル
フ
場
の
建
設
計
画
が
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
近
隣
の

住
民
ら
は
自
然
環
境
が
変
化
す
る

の
で
は
と
不
安
を
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
建
設
計
画
は
立
ち
消

え
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と

が
切
っ
掛
け
と
な
っ
て
ふ
る
さ
と

白
井
の
環
境
を
保
護
し
て
い
こ
う

と
平
成
3
年
に
会
が
発
足
し
、
現

在
の
会
員
数
は
64
人
で
す
。

　
当
時
の
白
井
町
は
千
葉
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
建
設
の
最
中
に
あ
り
ま
し

た
か
ら
、
会
の
目
的
を
「
開
発
と

自
然
保
護
の
調
和
を
考
え
る
」
と

し
ま
し
た
。

身
近
な
自
然
を
大
切
に

　
会
が
発
足
し
て
間
も
な
い
こ
ろ
、

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
の
ケ
ビ
ン
・
シ

1
2
9
号
を
数
え
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
県
・
市
・
市
民
の

協
働
に
よ
る
水
質
検
査
や
公
民
館

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
に
参
加
し
、

谷
田
・
武
西
地
区
の
企
業
庁
用
地

で
保
全
活
動
を
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
な
ど
と
も
連
携
し
活
動
し
て

い
ま
す
。

　「
白
井
」
の
地
名
は
「
き
れ
い

な
水
」
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。

名
前
の
と
お
り
、
下
総
台
地
に
位

置
す
る
白
井
市
は
湧
水
が
豊
富
で

し
た
が
、
近
年
の
開
発
に
よ
り
数

も
水
量
も
極
端
に
減
少
し
て
い
ま

す
。
開
発
も
時
代
の
流
れ
で
す
が
、

残
さ
れ
た
自
然
を
こ
れ
か
ら
も
大

切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
入
会
を
希
望
す
る
人
は
山
口
☎

（
4
9
1
）
9
2
9
1
へ
。
年
会

費
は
1
、5
0
0
円
で
す
。

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動

支
援
班
　
内
線
3
1
5
1

こ
ん
な
活
動
を
し
て

い
ま
す

　
年
間
活
動
と
し
て
、
自
然
観
察

会
、
市
の
協
力
も
得
て
実
施
す
る

ク
リ
ー
ン
作
戦
（
不
法
投
棄
ご
み

の
片
づ
け
）、
竹
な
ど
を
材
料
に

し
た
炭
焼
き
体
験
、
北
総
の
四
季

を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
展
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
隔
月
発
行
の
会
報
は
、
発
足
以

来
一
度
も
欠
け
た
こ
と
が
な
く
第

　3月23日から25日にかけて
静岡県静岡市ほか4つの会場
で「文部科学大臣杯第4回全
日本少年野球春季軟式野球大
会」が開催され、千葉県代表
として大山口中学校野球部が
出場しました。
　同校は昨年11月3日に群馬
県渋川市で行われた関東予選会で神奈川県代表と戦い勝利を収め、春
の全国大会出場を決めました。大会には全国28都道府県から32チーム
が参加し、大山口中学校の初戦は宮城県登米市立津山中学校と対戦し、
4対2で勝利を収め二回戦に進出し、二回戦は石川県河北台中学校と熱
戦を繰り広げましたが０対1の僅差で敗れ残念ながら三回戦進出はな
りませんでした。主将の本間宙

みちなり

成さんは「体の大きくない自分たちで
も全国で通用することが分かりました」と語ってくれました。
　今後の活躍が期待されます。

大山口中野球部が全国大会ベスト16

白
井
の
自
然
を
考
え
る
会

　
　
　
未
来
を
築
く
市
民
活
動
団
体
紹
介
⑤

　3月14日に白井郵便局で、「ホ
ワイトデー手紙フェア2013」が
開催され、白井の地名にちなん
だ「白い丸型郵便ポスト」が登
場しました。
　白いポストは、銚子市の犬吠
埼灯台前に設置された白い灯台
に次いで全国2本目となる丸型
ポストで、除幕式では幼稚園児

などによる記念投函などが行われ、園で書いたはがきをうれしそうに
投函していました。フェアでは限定記念日付印も用意され、この日に
投函された郵便物や窓口で受け付けた郵便物などに押印されました。
　また白いポストの設置に合わせて特別仕様の日付け印も登場しまし
た。市特産の梨をかたどった中に梨の花や文化財、北総鉄道の電車な
どが配置されていて、このポストに投函された郵便物に押印されます。
話題の白いポストを利用して大切な人に手紙を出してみませんか。

白い丸型ポストが登場

はがきをポストに投函する園児の皆さん

青
空
に
咲
い
て
と
け
こ
む
桜
花

う
ぐ
ひ
す
を
聞
き
し
今
朝
よ
り
畑
仕
事

麗
ら
か
や
荒
磯
削
る
忘
れ
潮

　
　

宴う
た
げ

燃
ゆ
華
は
絢
爛
八
重
桜

雄
鳥
の
声
の
ど
か
な
る
梨
畑

公
園
の
砂
攫
い
ゆ
く
春
嵐

地
虫
出
づ
使
は
づ
な
り
し
ミ
シ
ン
か
な

つ
ば
め
さ
ん
ひ
と
月
早
く
里
帰
り

長
閑
し
や
障
子
明
か
り
の
三
味
の
音

春
兆
す
田
畑
に
人
の
影
動
く

春
の
宵
白
く
か
す
み
て
さ
く
ら
花

春
疾
風
心
も
奪
わ
れ
そ
う
に
な
り

春
め
き
て
色
と
り
ど
り
の
和
菓
子
買
ふ

引
き
出
し
に
亡
夫
の
免
許
証
春
火
燵

被
災
地
に
向
ひ
合
掌
黄
水
仙

ひ
な
祭
り
窓
で
見
て
い
る
桃
の
花

複
合
の
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
や
春
う
ら
ら

墨
堤
の
高
塔
仰
ぐ
花
見
か
な

「
ま
た
ご
ざ
ら
し
て
」
背
に
里
言
葉
暖
か
し

葉
脈
を
旅
し
て
清
し
春
の
水

満
開
の
桜
に
春
風
力
な
し

夜
は
春
の
雨
と
な
り
け
り
独
り
酒

わ
が
世
な
り
花
照
る
下
の
手
酌
酒

あ
の
時
は
二
度
と
戻
ら
ぬ
恩
讐
の

　
彼
方
へ
去
り
し
心
の
傷
み

怨
霊
と
違
わ
れ
鮮
魚
師
に
切
ら
れ
し
と

　
史
実
伝
え
く
庚
申
塔
の
傷

欠
け
歯
櫛
捨
て
去
り
が
た
く
手
に
持
ち
て

　
五
十
余
年
の
朝
々
を
想
う

還
暦
後
気
力
体
力
整
え
て

 

働
く
こ
と
に
定
年
は
無
し

此
の
孫こ

ら等
の
自
立
す
る
日
を
見
定
め
ん

　
桃
の
節
句
の
王
朝
文
化

散
り
初
め
し
桜
の
木
末
に
若
葉
萌
へ

　
春
や
京わ

が

し
菓
子
の
色
と
な
る
ら
ん

つ
や
や
か
に
ま
ろ
く
実
り
し
夏
み
か
ん

　
彼
岸
の
入
り
の
墓
前
に
供
ふ

菜
の
花
に
紅
き
花
そ
え
草も

ち餅
も
そ
え

　
彼
岸
の
夫つ
ま

に
春
を
告
げ
た
り

バ
ス
停
に
「
白
井
開
拓
」
の
名
の
あ
れ
ど

　
苦
難
の
歴
史
今
は
聞
く
な
し

わ
が
好
む
Ｎ
紙
文
化
欄
を
週
ご
と
に

　
持
ち
く
る
る
長
女
近
く
に
住
み
て

　
　
　
　     

（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

神
々
廻
　
斉
藤
と
み
子

冨
士

　
　
齋
藤
順
子

冨
士

　
　
染
谷
英
人

大
山
口

　
上
坂
千
昭

清
水
口

　
松
村
純
子

大
松

　
　
織
本
泰
子

堀
込

　
　
大
屋
キ
ヌ

根
　
　
　
乾
　
タ
カ
子

冨
士
　
　
小
澤
喜
美
子

冨
士
　
　
福
加
博
之

清
水
口
　
池
川
　
悟

池
の
上

　
横
山
久
雅
子

冨
士

　
　
福
加
あ
け
み

神
々
廻

　
田
中
八
代
い

池
の
上

　
大
橋

　
茂

神
々
廻

　
高
橋
勲
次
郎

大
松

　
　
川
又
勝
彦

南
山

　
　
齊
藤
眞
一
郎

七
次
台
　
片
野
美
耶
子

堀
込
　
　
山
川
純
子

堀
込
　
　
渡
辺
岩
夫

冨
士
　
　
柳
沢
　
純

冨
士
　
　
今
野
吉
信

七
次
台
　
松
井
寛
紅

根
　
　
　
印
南
満
子

南
山

　
　
山
本
庸
雄

復
　
　
　
杉
原
賢
一

富
塚

　
　
大
出
葉
子

清
水
口
　
柴
垣
正
徳

池
の
上
　
蝦
名
幸
子

桜
台
　
　
米
井
詩
織

冨
士
　
　
望
月
玲
子

池
の
上
　
関
根
千
浪

❖
俳
句
・
短
歌
の
掲
載

方
法
が
変
わ
り
ま
す

　
広
報
し
ろ
い
「
俳
句
・
短
歌
」
コ
ー

ナ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
選
者
を
設
け
ず

市
民
の
自
由
な
投
稿
と
し
て
き
ま
し

た
が
、
5
月
15
日
号
か
ら
「
し
ろ
い

文
芸
」
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
選
者
を
設

け
、
俳
句
10
句
、
短
歌
5
首
を
選
定

し
て
紹
介
し
ま
す
。

申
・
問

　
は
が
き
か
任
意
の
用
紙

に
「
短
歌
」「
俳
句
」
の
別
、
住
所
、

氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
場
合
は
本
名

も
）、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
で
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
か
直
接
持

参
、
〒
2
7
0
‐
1
4
9
2

　
白
井

市
復
1
1
2
3

　
白
井
市
役
所
秘
書

広
報
課
「
し
ろ
い
文
芸
」
係
　
内
線

3
3
7
2
〜
4
・

（
4
9
2
）
3

5
1
0
・ 

h
is
y
o
@
c
ity
.

ch
iba.jp

へ

※
投
稿
で
き
る
人
は
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
者
で
、
1
人
1
作
品
で
未

発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
（
漢
字
に

は
ふ
り
が
な
を
お
願
い
し
ま
す
）。

　
締
め
切
り
は
毎
月
15
日
（
必
着
）

で
、
翌
月
の
15
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
作
品
に
は
選
者
の
添
削
が
入
る
場

合
も
あ
る
の
で
、
了
承
願
い
ま
す
。

毎年実施している炭焼き体験会

今回 15 回目となる写真コンテスト展

大山口中学校野球部の皆さん


